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昨
秋
本
学
の
五
十
周
年
記
念
が
、
全
国
か
ら
多
数
の
同
窓
諸
師
を
迎
え
て

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際
催
さ
れ
た
各
種
記
念
行
事
の
内
か
ら

本
号
に
は
特
に
第
十
五
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
レ
ジ
メ
の

一
部
を
収

録
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
発
表
の
「
宗
教
と
教
育
」
の
問
題
に
関
し
て
は
、
現
今
、
人
材
養
成

が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
折
り
か
ら
、
各
講
師
の
論
説
に
は
味
読
す
べ
き
も
の

が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
兼
ね
て
よ
り
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
本
誌
の
「
総
目
録
」
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
本
号
に
登
載
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
目
録
編
纂
の
筆
を
町

田
氏
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、
別
項
の
如
く
出
来
上
り
ま
し
た
。
会
員
の
方
よ

り
「
目
録
」
を
、
と
一玄
う
声
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
依
り
そ
の
要
望

に
一
つ
お
答
え
出
来
た
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

但
し
、
残
念
な
こ
と
に
は
、
創
刊
号
・

一二
号

・
十
三
号
の

三
本
が
本
学
に

欠
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
所
肢
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
献
本
又
は
拝
借

さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

本
学
も
い
よ
／
＼
校
舎
建
築
の
案
が
、
具
体
化
し
つ
》
あ
り
、
近
き
将
来

に
モ
ダ
ン
な
鉄
筋
の
校
舎
が
出
来
上
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
諸
賢
の
御

支
授
を
一
層
お
願
い
致
し
ま
す
。

（

H

・U
生
）

甲

大府宮松

市

錦

町

十

棲

間
和
三
十
八
年
十
二
月

昭
和
三
十
八
年
十
二
月

編

集

者

発

行

者

印

刷

者

印

刷

所

市
中

＋↑
a
 

里

第
三
十
七
号

八五
日日

発 印
行 刷

木見

本泰

穂、

田

京日

己 コ

日

~ 
主土

n
Hド

「↑
ト

血古屋周リ

ートu
一γJ

「
什
川
1

マ
吋
ノ
ノ
Jl

－

p
h

山

梨

県

身

延

山

東

谷

身

延

山

短

期

大

学

学

会

振
替
（
甲
府
）

、

二
七
五
番


